
1 入力共通項目
an 398 M －

2 申告番号

ECN an 11 C －

（１）初期登録の場合は、入力不可
（２）開庁時申告の登録の訂正または予備申告変更の場合
は、必須入力

3 申告条件

JKN an 1 C －

通常申告以外の場合に入力
Ｈ：予備申告後の本申告
Ｚ：予備申告（貨物搬入時本申告自動起動）
Ｉ：搬入時申告の旨の登録
Ｋ：開庁時申告の旨の登録

4 申告先種別コード

TCD an 1 C ○

Ｒ：緊急通関貨物（税関の同一官署内の特通部門に申告する
貨物）
Ｔ：特別通関貨物（税関の開庁時間外における常駐体制の整
備官署に申告する貨物）

5 あて先官署コード

CH an 2 F

税関官署コード ×
○

（予備申告変更の
場合で、認定通関
業者の場合のみ変

更可能）
（詳細は（本文）
７．特記事項を参

照）

通関予定蔵置場コードで一意に決定しない場合に入力

6 あて先部門コード

CHB an 2 F

申告先部門コード

○

あて先部門を指定する場合に入力

7 申告予定年月日

ECD n 8 F ○

①輸出貨物情報Ｄ
Ｂ
（予備申告前の
み）

下記の条件を満たすこと
システム日≦申告予定年月日≦税額計算用為替レートの適用
最終日

8 輸出者コード

EPC an 12 C

輸出入者コード
○

（無符号輸出者か
ら有符号輸出者へ
の変更のみ可能）

（１）無符号輸出者の場合は、入力不要
（２）先頭８桁で入力した場合は、システムで後４桁に「０
０００」を補完する

9 輸出者名

EPN an 70 F ×

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸出者コー
ド）

システムから補完されない場合に入力

10 郵便番号

EPP an 7 C ○

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸出者コー
ド）

（１）ハイフンを除いた７桁を入力
（２）システムから補完される輸出者郵便番号が、申告すべ
き輸出者郵便番号と異なる場合に入力

11 住所１（都道府県）

EPA an 15 C ○

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸出者コー
ド）

「輸出者住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に入力
（３）システムから補完される住所１（都道府県）が、申告
すべき住所１（都道府県）と異なる場合に入力
（４）本欄に入力する場合は、住所２（市区町村（行政区
名））及び住所３（町域名・番地）を必須入力

12 住所２（市区町村（行
政区名））

EAS an 35 C ○

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸出者コー
ド）

「輸出者住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に入力
（３）システムから補完される住所２（市区町村（行政区
名））が、申告すべき住所２（市区町村（行政区名））と異
なる場合に入力

13 住所３（町域名・番
地）

EAC an 35 C ○

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸出者コー
ド）

「輸出者住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に入力
（３）システムから補完される住所３（町域名・番地）が、
申告すべき住所３（町域名・番地）と異なる場合に入力

14 住所４（ビル名ほか）

EAB an 70 C ○

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸出者コー
ド）

「輸出者住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に入力
（３）システムから補完される住所４（ビル名ほか）が、申
告すべき住所４（ビル名ほか）と異なる場合に入力
（４）住所３（町域名・番地）欄で、輸出者の住所を入力し
きれない場合は当該項目に入力

15 輸出者電話番号

EPT an 11 F ○

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸出者コー
ド）

16 輸出者住所
EAD an 105 C ○

「住所１～４」欄（輸出者用）に入力がない場合に入力

17 通関予定蔵置場コード

ST an 5 F

保税地域コード

○

輸出貨物情報ＤＢ
（予備申告前の
み）

自社施設、他所蔵置場所は入力不可

18 仕向人コード
CGC an 12 C

輸出入者コード
○

19 仕向人名

CGN an 70 F ○

海外用輸出入者Ｄ
Ｂ（仕向人コー
ド）

（１）システムから補完されない場合に入力
（２）システムから補完される仕向人名が、申告すべき仕向
人名と異なる場合に入力

20 住所１
（Street and
number/P.O.BOX）

CGA an 35 C ○

海外用輸出入者Ｄ
Ｂ（仕向人コー
ド）

「仕向人住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に必須入力
（３）システムから補完される住所１（Street and
number/P.O.BOX）が、申告すべき住所１（Street and
number/P.O.BOX）と異なる場合に入力

21 住所２
（Street and
number/P.O.BOX）

CAT an 35 C ○

海外用輸出入者Ｄ
Ｂ（仕向人コー
ド）

「仕向人住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に入力
（３）システムから補完される住所２（Street and
number/P.O.BOX）が、申告すべき住所２（Street and
number/P.O.BOX）と異なる場合に入力

22 住所３
（City name）

CAC an 35 C ○

海外用輸出入者Ｄ
Ｂ（仕向人コー
ド）

「仕向人住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に入力
（３）システムから補完される住所３（City name）が、申
告すべき住所３（City name）と異なる場合に入力

23 住所４
（Country sub-
entity, name）

CAS an 35 C ○

海外用輸出入者Ｄ
Ｂ（仕向人コー
ド）

「仕向人住所」欄に入力がない場合に以下を行う
（１）システムから補完を行う
（２）システムから補完されない場合に入力
（３）システムから補完される住所４（Country sub-
entity, name）が、申告すべき住所４（Country sub-
entity, name）と異なる場合に入力

業務名（業務コード）

項番 欄 項目名 入力条件／形式

条件

ID

輸出マニフェスト通関申告（ＭＥＣ）

繰
1

属
性 桁 コード

入力がない場合の
補完項目

（数字は優先順
位）

変更可／不可
（○：変更可
　×：変更不可
　－：対象外）

繰
2

端末仕様（参考）

R 履歴
P
M

既
定
値

E
L
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業務名（業務コード）

項番 欄 項目名 入力条件／形式

条件

ID

輸出マニフェスト通関申告（ＭＥＣ）

繰
1

属
性 桁 コード

入力がない場合の
補完項目

（数字は優先順
位）

変更可／不可
（○：変更可
　×：変更不可
　－：対象外）

繰
2

端末仕様（参考）

R 履歴
P
M

既
定
値

E
L

24 郵便番号
（Postcode
indentification） CGP an 9 C ○

海外用輸出入者Ｄ
Ｂ（仕向人コー
ド）

システムから補完される輸出者郵便番号が、申告すべき仕向
人郵便番号と異なる場合に入力

25 国名コード
（Country,coded）

CGK an 2 C

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁）

○

海外用輸出入者Ｄ
Ｂ（仕向人コー
ド）

（１）システムから補完される仕向人国が、申告すべき仕向
人国と異なる場合に入力
（２）国名コード「ＪＰ」「ＺＸ」「ＺＹ」及び「ＺＺ」は
入力不可

26 仕向人住所
CAD an 105 C ○

「住所１～４」欄（仕向人用）に入力がない場合に入力

27 ＨＡＷＢ番号
AWB an 35 M ○

28 貨物個数

NO n 6 F ○

輸出貨物情報ＤＢ
（予備申告前の
み）

（１）小数部は入力不可
（２）入力があり、ＨＡＷＢに係る貨物情報ファイルに貨物
個数が登録されている場合は、登録されている貨物個数と一
致すること

○

29 貨物重量

GW n 8 F ○

輸出貨物情報ＤＢ
（予備申告前の
み）

整数部６桁、小数部１桁以内で入力

○

30 最終仕向地コード
DSC an 5 F

国連ＬＯＣＯＤＥ
○

輸出貨物情報ＤＢ
（予備申告前の
み）

国名コード「ＪＰ」「ＺＸ」「ＺＹ」及び「ＺＺ」は入力不
可

31 積込港コード

PSC an 3 F

国連ＬＯＣＯＤＥ
（国名２桁を除く
３桁） ○

輸出貨物情報ＤＢ
（予備申告前の
み）

32 ＦＯＢ通貨コード

FCD an 3 C

通貨コード（ＩＳ
Ｏ４２１７・英
字） ○

33 ＦＯＢ価格

FKK n 13 M ○

（１）ＦＯＢ通貨コードが「ＪＰＹ」以外の場合は小数点以
下第２位まで入力可
（２）ＦＯＢ通貨コードが「ＪＰＹ」の場合は、小数点以下
入力不可

○

34 申告価格

SKK n 6 C ○

（１）小数点以下入力不可
（２）ＦＯＢ価格の入力がない場合は、手計算により算出し
た邦貨による申告価格を必須入力 ○

35 品名
CMN an 40 F ○

輸出貨物情報ＤＢ
（予備申告前の
み）

36 記事
NT an 35 C ○

37 社内整理用番号
REF an 20 C ○
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